




Effect of Parenting in Seconderly School to Friendship of Adolescents : 
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No 目 第 1因子第2因子 共通性項
父親5 私のとるべき行動をいちいち指図した .814 100 672 
父親8 言いつけ通りにするまで口うるさく言った .802 .135 .662 
父親2 どんなときでも、私がすることに対して指図をしたがった .750 -.009 562 
父親 1 私が親のすすめた通りにしないと気を悪くした 目717 202 555 
父親9 私に物事を強制することはめったになかった -. 651 ー.011 ‘.424 
父親 14 私に自分で物事を決めさせてくれなかった 629 195 .434 
父親1 私と話をする時聞を大切にしていた 一.023 一.766 .587 
父親7 あまり私のことを考えてはくれなかった .165 .724 552 
父親 13 私がなにをしたり、考えたりしているには、あまり関心がなかった 142 .713 528 
父親4 私のことにあまり関心がなかったようだ 一.017 .711 506 
父親 10 私とあまり話をしなかった .074 .699 .494 




28.28 25.74 (54.02) 
Table 2 母親の養育態度の因子分析結果 (varimax回転後)
NO. 目項 第 1因子第2因子第3因子 共通性
母親5 どんな時でも、私がする」とに対して指図をしたがった .853 一.053 .123 .746 
母親2 私のとるべき行動をいちいち指示した 780 一110 .044 623 
母親 14 私が親のすすめた通りにしないと気を悪くした .720 -.267 000 .589 
母親 1 私に自分で物事を決めさせてくれなかった .613 一.313 .125 .489 
母親8 私のために苦労してきたことを、くどくどと話し聞かせた .375 一.082 目。28 目148
母親 10 相談した時、私の悩みや心配事を理解してくれた 一.245 .750 一.188 657 
母親1 何かと私に温かい言葉をかけてくれた 一回 182 .685 ー.210 547 
母親 13 私と話をする時間を大切にしていた 一.166 575 -.409 .525 
母親7 私のことにあまり関心がなかったようだ .059 一.266 .815 .738 
母親4 あまり私のことを考えてはくれなかった .279 一.393 目645 649 
母親6 私が良くないことをしても、見てみぬふりをした -.013 -.050 L__.1Z1 .140 
負荷量平方和
説明された分散の割合(累積寄与率)
2.572 1.780 1.497 


























Table 3 自己概念の因子分析結果 (varimax回転後)
No 項 目
受容 13 私は、自分には嫌なと」ろがあるので、自分が嫌いだ 754 ー.321 .672 
受容1 私は、欠点があっても、自分が好きだ -. 697 .455 .693 
受容 10 私は、自分のことが嫌いだ .689 一.474 .699 
受容4 私は、理想通りではないが、自分というもの好きだ 一.682 .501 .716 
受容7 私は、今の自分に満足している 一.605 212 目411
受容 17 私は、自分に失望することがよくある 561 一360 目444
受容 12 私は、他の人がうらやましい .544 一.045 298 
受容3 私は、自分は自分とわりきることができる 一.538 230 342 
受容8 私は、何か失敗すると、自分はだめな人間だと思うこ 517 一回261 .336 とがよくある
受容 15 私は、できれば今の自分と違う自分になりたい .473 一292 .309 
受容2 私は、人から必要とされていると思う -.293 目763 .668 
受容 1 私は、何か人のために役立っている ー 171 .717 .543 
受容5 私は、誰からも必要とされていない 目284 一.664 .521 
受容6 私は、人に誇るものがなにもない .295 一.597 .443 
受容16 私は、自分が存在していること事態に意味があると思う 一.244 .557 .370 




























友達 13 友達と本音で話すのは避けている .830 一.076 一.053 一.049 .700 
友達1 友達とは本音で話さないほうが無難だ .795 一.080 一056 一.087 .649 
友達2 友達とは何でも本音で話し合うようにしている 一.765 .045 106 .014 599 
友達 18 友達にはありのままの自分を出せない .665 -.047 一.224 -.048 496 
友達7 友達に自分の全てをさらけ出すのは危険である 614 一回061 一.198 -.086 .427 
友達26 傷つきたくないので、友達には本当の姿を見せられない 598 .097 -.393 ー.134 .539 
友達22 友達とは、互いに傷つくような本音での話し合いはしない .533 .186 一.239 一.025 目377ようにしている
友達 14 自信をなくされるくらいなら、友達とは関わらないほうが .489 一.235 ー.015 一回045 297 し、い
友達21 友達とは少しくらい傷ついても本当のことを言い合いたい 一.419 .079 .221 一036 232 
友達8 友達には自分の考えていることを全部言う必要はない .410 一.088 -.014 一回017 .176 
友達3 どんな友達とも仲良しでいたい 一.055 .817 一125 .062 690 
友達 15 どんな人とも仲良くしようと思う 一.067 803 目068 162 680 
友達20 どんな人ともずっと友達でいたい 一.118 .782 一138 .106 .656 
友達9 どんな友達とも楽しくつきあいたい -.060 .781 -.050 .087 624 
友達28 どんな友達とも協調し合いたい -.095 689 一.112 159 .521 
友達29 友達と本音でぶつかり合っても、自信をなくしてしまうこ 一回048 -.043 .727 一.032 .534 とはない
友達 10 友達と意見や考えが食い違っても自信をなくしたりしない 一.130 .198 ー707 039 .557 
友達4 友達と意見が対立しでも、自信をなくさないで話し合える 一.185 .029 .664 目065 480 
友達24 友達と意見を交わしあっても、それほどまどわされない 一.027 一.105 .642 018 目424
友達 12 みんなと違うことはしたくない .160 .008 -.523 -.009 300 
友達6 みんなと何でも同じでいたい .020 .075 一486 .099 252 
友達25 みんなと意見を合わせようと思う .296 .170 一.481 042 .350 
友達5 友達と分かり合おうとして傷ついてもしかたない 一.174 一.115 459 一.119 .268 
友達 1 友達と本音を言い合うことで、傷ついても仕方ない 一.138 一.143 440 一.097 242 
友達 17 みんなから愛されていたい 一.164 目324 一.083 .999 
友達30 みんなに好かれていたい 一.183 .405 一169 .731 761 






































父の 統制的な養育 .117 009 一.071(.082) (.895) (.293) 
養親育態度子どもへの無 .069 一.286 .235 
関心 (.309) (.000) (.000) 
統制的な養育 184 一回 052 .109 
(.007) (.448) (.113) 
母養親育の態度 子どもの受容 .018 .254 -.181 (.795) (.000) (.008) 
子どもへの無 -.003 一.306 246 










































-.047 -.190 -.011 
(. 485) (. 005) (. 875) 
000 -.119 -.059 
(1. 000) (. 079) (. 386) 
.ー097 -.164 .044 
(. 159) (目 017) (目 524)
一.014 .048 一回 008
(. 835) (.488) (. 910) 
-.120 -.104 -.200 
(. 080) (. 130) (. 003) 
一.030 -.436 . 065 
(.665) (目 000) (目 343)
.168 目216 目 192






















養育態度 統制的な養育 .218 一.136 .215 
(.001) (.045) (.001) 
子どもへの無関心 256 一256 .344 
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